
木津川市国民健康保険運営協議会　会議要旨
	会議名
	平成２８年度第１回木津川市国民健康保険運営協議会

	日時
	平成２８年８月２５日(木)
午後２時００分から午後３時３０分
	場所
	木津川市役所　全員協議会室

	出席者
	委員

■：出席

□:欠席
	１号委員

（被保険者代表）
	■大西寛美 委員、■桝井惠子 委員、■尾﨑田鶴 委員

■樋垣育夫 委員、■村上惠子 委員、■福井保知 委員

	
	
	２号委員
(保険医・保険薬剤師代表)
	■飯田泰啓 委員、■松井清明 委員、■若菜和雄 委員

■木村英城 委員、■大西　太 委員、■山口政延 委員

	
	
	３号委員

（公益代表）
	■福井博敏 委員、■大井健司 委員、□辻　清康 委員

■山本　貢 委員、■武田博利 委員、■森　好美 委員

	
	市理事者
	■市民部 滋井部長

	
	
	

	
	庶務（事務局）
	（国保年金課） 前川課長、西嶋課長補佐
秋元係長、松下主査

	傍聴者
	３ 名

	議題


	１．開会
２．資格審査

３．会長あいさつ
４．市長あいさつ

５．会議録署名委員の指名

６．議事

　（１）平成２７年度木津川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について

　（２）その他
７．閉会

	会議結果要旨


	１．開会

　　　・　開会宣言

２．資格審査
・　会議成立の資格審査
３．会長あいさつ
　　　・　福井会長あいさつ
４．市長あいさつ

　　　・　滋井部長（市長代理）あいさつ

５．会議録署名委員の指名
　　　・　協議会の定めによる会議録署名委員の指名
６．議事
（１）審議　平成２７年度木津川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について
・　質疑・応答

（２）その他

　　　　　・　意見及び質疑・応答

７. 閉会
・　議事終了及び議長降壇
・　閉会宣言


	会議経過要旨


	１．開会

　　　事務局が開会を宣言した。
２．資格審査

委員１８名中 １７名の出席により、会議が成立していることを確認した。
３．会長あいさつ
　　　　福井会長が開会に際してのあいさつを行った。
　　　　要旨は、次のとおり。

・　京都府知事から「市町村地域自治功労者表彰」を受賞された委員１名を披露した。
　　　　　　・　今回の議事案件について、慎重なる審議をお願いしたい。
４．市長あいさつ

　　　河井市長の代理として、市民部長があいさつを行った。
要旨は、次のとおり。
・　国民健康保険中央会発表では、平成２７年度市町村国保の医療費速報で加入者が３．２％減少する一方、医療費総額は前年度比で１．８％の増加となった。
・　平成２７年度木津川市国民健康保険特別会計の決算が合併、市制移行の前後を通じ、初めての赤字決算となった。
・　安定的な国保運営のためには、財源の確保が最重要課題となることから歳入面では保険税収の確保、国や府からの財政支援、歳出面ではデータヘルス計画に基づく事業実施により医療費の抑制、医療費の適正化を目指していきたいと考えている。
５．会議録署名委員の指名
会議録署名委員として福井保知委員と大井委員を指名した。
６．議事
　　　　福井会長が議長となり議事を行った。

　（１）　平成２７年度木津川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について

【配布資料】

　　・　平成２７年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算書
　　・　平成２７年度国民健康保険特別会計主要施策成果の報告書

　　・　平成２７年度国保会計の決算分析

【事務局説明の概要】
　 ・　決算規模では、歳入に2,725万円の不足額が生じたため、翌年度の会計から繰上充用する結果となった。

　　・　実質収支ではマイナス2,725万円、単年度に着目した収支ではマイナス5,164万円となり、実質単年度収支はマイナス1億2,793万円となった。歳入面では、加入者数の微減や基準所得金額が減少したため調定額も減となり、保険税収納額は減となったが、収納率は微増になった。一方、支出面では保険給付額が5%の増となったことが要因の一つと考えられる。
・　今後とも医療費分析等を通じて動向を把握するとともに、保健事業等の推進や啓発を強化し、中長期的な国保運営の安定を図る必要がある。
　　　　【主な質疑・応答】（○…質疑・意見、➤…質疑に対する応答）
○　滞納整理が出来ない分はあるのか。
➤　木津川市においては、京都地方税機構に滞納分の収納業務を移管している。滞納処分については無財産、生活の窮迫、所在及び財産の不明により執行停止となり、最終的には不納欠損となるものもある。
○　国保加入者に影響が及ぼさないように、課題として不納欠損となった分を一般財源から繰り入れるような手だてなど方法をこの場で議論していただきたいと考えている。
➤　国保財政が大変厳しい中、財源確保については協議を進めており、しっかりと将来を見きわめて行かなければならないと考えている、運営協議会の場でも議論を深めていきたいと考えている。
○　後発医薬品差額通知事業の効果はどうか。
➤　平成２７年度においては、2,500万円程度の削減効果があった。
　　　　【審議結果】
　　　　　　承認

　（２）　その他
【事務局からの報告】

・　平成３０年度からの広域化に向けて現在の状況について説明します。
　　広域化に向けて今年度、各市町村において保険税率算定に必要なデータを提出しデータ集計された標準算定保険税率が都道府県から市町村に対し示されることとなります。この試算された保険料率に対して平成３０年４月からの木津川市の保険税率を市で実施している保健事業や医療費助成分を加味した上で数値を出していくという流れになる。
【主な質疑・応答】（○…質疑・意見、➤…質疑に対する応答）
○　最近、非常に薬価の高い薬が出ていますが、国保被保険者への処方状況をどの程度把握しているか。
➤　木津川市国民健康保険被保険者の中にも投薬されておられる方が数名いるとの報告を受けている。
○　健康診断や保健事業について、住民福祉サービスからみるとありがたいものではあるが、医療の費用対効果を考えた時に検証はできるのか。
➤　効果の検証については、期間をどう決めるかというところが非常に難しく中長期的に見ていく必要がある。しかしながら、いろいろと運動や食事に気を付け健康に意識を持つことが大事であると考える。
７．閉会

議事の終了を受けて議長が降壇し、全日程を終えて事務局が閉会を宣言した。


	その他
特記事項
	特になし
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